
公
共
工
事
現
場
に
於

い
て
の
毎
年
の
問
題
で

す
が
、
こ
こ
数
年
は
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
必

ず
起
こ
る
問
題
を
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。
ま
ず

は
違
法
改
造
車
の
出
入

り
で
す
。
違
法
改
造
車

は
さ
し
枠
が
し
て
あ
る

も
の
か
ら
ケ
ツ
ブ
タ
の

一
枚
物
ま
で
あ
り
ま

す
。
発
注
者
は
一
枚
物

だ
と
分
か
り
ま
す
が
10

㎝
位
の
も
の
、
シ
ー
ト

の
つ
い
て
い
る
場
合
は

見
抜
く
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
違
法
改
造
車
は

過
積
載
も
誘
発
す
る
も

の
で
す
。
続
い
て
は
過

積
載
で
す
。
過
積
載
は

数
年
前
ま
で
は
前
か
ら

後
ろ
ま
で
一
定
の
高
さ

で
積
む
状
態
で
し
た
が

今
は
前
を
高
く(

自
動
シ

ー
ト
の
高
さ
ぐ
ら
い)

後

ろ
を
荷
台
の
高
さ
に
す

る
猫
背
積
み
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
猫
背
積
み

も
後
ろ
か
ら
乗
用
車
や

人
の
立
っ
た
目
線
か
ら

だ
と
過
積
載
だ
と
認
識

で
き
な
い
こ
と
か
ら
発

注
者
は
過
積
載
だ
と
分

か
ら
な
い
の
で
す
。
こ

の
二
つ
の
問
題
に
つ
い

て
は
就
労
現
場
で
働
く

仲
間
に
よ
っ
て
年
何
回

も
発
注
者
に
訴
え
、
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
続

い
て
昼
休
み
で
す
が
、

以
前
は
昼
休
み
も
取
れ

な
い
状
態
で
し
た
が
今

は
昼
休
み
を
取
れ
る
状

態
に
改
善
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
も
現
場
か

ら
声
を
上
げ
た
こ
と
か

ら
昼
休
み
を
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
発
注
の
工
事
現

場
で
昨
年
よ
り
重
ダ
ン

プ
が
稼
働
し
だ
し
ま
し

た
。
重
ダ
ン
プ
の
稼
働

は
運
転
席
が
左
側
な

事
、
高
さ
が
大
型
ダ
ン

プ
よ
り
か
な
り
高
い
こ

と
か
ら
、
す
れ
違
う
た

び
に
恐
怖
を
覚
え
、
生

命
の
危
機
を
感
じ
る
ほ

ど
危
険
な
も
の
で
す
。

実
際
に
重
ダ
ン
プ
が
稼

働
し
た
初
日
か
ら
重
ダ

ン
プ
同
士
の
接
触
事
故

が
数
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
群
馬
県
側

の
築
堤
工
事
現
場
内
で

一
般
車
も
走
行
す
る
道

路
を
横
断
す
る
事
案
も

出
て
き
ま
し
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
関
東

地
方
整
備
局
、
利
根
川

上
流
河
川
事
務
所
共
に

危
険
な
こ
と
か
ら
走
行

さ
せ
な
い
と
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
運

動
を
組
合
が
展
開
し
、

色
々
な
こ
と
の
改
善
を

し
て
い
る
こ
と
は
一
部

の
ダ
ン
プ
屋
さ
ん
は
気

づ
い
て
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
ダ
ン
プ
屋
さ

ん
は
気
づ
い
て
い
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
の
や
っ

て
い
る
運
動
は
み
ん
な

に
誇
れ
る
こ
と
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
外
に
発

信
し
ま
し
ょ
う
。

3
月
は
特
別
労
災
の

新
規
加
入
・
現
加
入
者

の
更
新
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
新
規
加
入
す
る

人
、
更
新
す
る
人
は
同

封
の
ハ
ガ
キ
に
コ
ー
ス

と
支
払
い
回
数
を
記
入

の
上
、
返
信
し
て
下
さ

い
。
コ
ー
ス
を
変
更
す

る
人
は
必
ず
3
月
20
日

必
着
で
ハ
ガ
キ
を
返
信

し
て
下
さ
い
。
遅
れ
る

と
変
更
後
の
コ
ー
ス
で

の
休
業
補
償
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
支
払
い
は
同
封
の

郵
便
振
替
の
用
紙
で
3

月
末
ま
で
に
郵
便
局
よ

り
お
支
払
い
下
さ
い
。

尚
、
コ
ー
ス
の
詳
細
は

同
封
の
特
別
労
災
の
お

知
ら
せ
を
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

2
月
25
日(

水)

県
本
部
執
行
委
員
会

3
月
1
日(

日)

事
務
所
税
金
相
談
会

3
月
4
日(

水)

中
央
行
動

3
月
8
日(

日)

熊
谷
税
金
相
談
会

3
月
17
日(

火)

県
本
部
執
行
委
員
会

3
月
20
日(

金)

支
部
執
行
委
員
会

※
事
務
所
の
個
別
の
税

金
相
談
は
3
月
13
日(

金)

ま
で
と
な
り
ま
す
。
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2
月
1
日

(

日)

・
2
日

(

月)

に
ア
リ

ア
ル
五
反
田

会
議
室
に
於

い
て
全
国
ダ

ン
プ
第
20
回

定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し

た
。
総
会
に

は
全
国
22
組

織
33
名
の
参

加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今

回
、
消
費
税
の
税
率
が

年
途
中
で
変
わ
っ
た
こ

と
か
ら
細
か
い
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
山
内
副

部
会
長
が
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
全
国
か
ら

の

発

言

は
23
名

が

行

い
、
様
々
な
運
動
に
つ

い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
北
部
支
部
か
ら
は

平
田
書
記
長
が
就
労
協

議
会
で
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
放
映
し
な
が
ら
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

発行 全日本建設交運一般労働組合
埼玉県本部ダンプ北部支部

347-0105 埼玉県加須市騎西26-10
TEL 0480-70-2260 FAX 0480-70-2261

第23号
平成27年2月20日

公
共
工
事
現
場
に
つ
い
て

税
金
相
談
会
は
２
月
８
日(

日)

の
東
松
山
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
１
５
日(

日)

は
神
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。
事
務
所
で
は
平
日
に
限
り
、
個
別
に
相
談
に
訪

れ
る
仲
間
の
相
談
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
申
告
に

つ
い
て
は
今
回
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
事

務
所
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
予
定
は
以
下

に
な
り
ま
す
。

２
月
２
２
日(

日)

太
田
勤
労
福
祉
会
館
・
寺
田
さ
ん
宅

３
月
１
日(

日)

事
務
所
・
３
月
８
日(

日)

熊
谷
商
工
会
館

時
間
・
事
務
所
９
～
１
２
時
、
他
１
０
～
１
３
時
ま
で

違
法
改
造
車
・
過
積
載
・
昼
休
み
・
重
ダ
ン
プ
稼
働
の
実
態

全国ダンプ部会総会

税

金

相

談

会

開

催

中

埼玉北部ニュース

利根川河川敷内を走行する重ダンプ猫背積みをされている過積載ダンプ

税金相談会神川ふれあいセンターの様子

今
後
の
日
程

税金の学習会をする山内副部会長

特
別
労
災


